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第1章 OECD-AHELO 高等教育における学習成果調査
（2008〜2012）

「学生が高等教育を通してどのような知識・技能・態度を修得したか」を、
国際通用性のある方法で測定することは可能かどうかを検証する試み。

• 工学、経済学、一般的技能分野におけるテスト開発

• 17か国（248大学、学生22,977人）

• 工学分野9カ国：日本（12大学、学生504人）

• 研究代表者：岸本喜久雄、 National Project Manager：深堀聰子

「どのようにすれば、高等教育の
矮小化に繋がらないテスト問題を
開発することができるか。」

「標準テストの開発は、高等教育の標準化、
画一化、矮小化を招くのではないか。果たし
て、開発してよいものだろうか・・・。」
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Donald, J.G. (2002). Learning to Think – Disciplinary Perspectives. 
San Francisco. CA: Jossey-Bass

分野 思考の型 問題解決アプローチ 検証方法

物理学

一般法則に基づく推論

仮説的状況の構築
結果が法則と一致す
るか化学

未知の問題を既知の枠
組みに当てはめる

工学
限られた情報・制約下
での推論・試行錯誤

Does it work?

生物学 現象の多様性・文脈依
存的な認識枠組み

仮説・検証 実証研究の信頼性
心理学

法学
状況の解釈

法令と判例 権威の説得

教育学
（教員養成）

理論と教材 Does it work?

文学 対抗する解釈の評価 テクスト分析
内的整合性・説得
力・美しさ

学問分野によって異なる「思考の型」を明らかにすることを目指す試み。
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OECD-AHELOから何を学んだか
抽象的な学修成果を具体的な学習成果に紐づけて論じてみなければ、真の
共通理解が図れているのか判断することはできない

• テスト問題作り（採点・修正）は、専門家同士の対話を通して、抽象的な学修
目標を具体的な到達目標に落とし込み、共通理解を形成するための演習。

• 抽象的な学修目標と具体的な到達目標の関係性について、一度、基本的な共通理
解が形成されると、他の文脈にも転移可能であることから、日々の多様な教育実
践に援用されることが期待される。

– 分野全体を覆い尽くすほど多くのテスト問題は必要ない。

– 具体的な教育内容の要不要・取捨選択を目的としているのでもない。

OECD-AHELO終了後も、日本における取組の継続へ
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第2章：国立教育政策研究所チューニングによる大学教育
のグローバル質保証-テスト問題バンクの取組（2013〜）
（研究代表者：岸本喜久雄）

• 2013〜2015
• 「エンジニアのように考える力」をどのように測定することができるか。

ただし、2時間程度のペーパーテストという境界条件の下で。
• 2016〜2018

• 測りたい能力を、より的確に測るためには、どのような問題を設定すれば
よいのか（テスト理論の専門家との協働）。

• 採点者の負担を可能な限り抑えながら、高い信頼性で記述式問題の採点を
行うには、どのような採点基準を作成すればよいか。

• 2019〜

• 開発したテスト問題を、大学教育の改善に活かすためには、教学マネジメ
ントにどのように組み込めばよいのか。

• 技術者倫理の知識・能力は、どのように捉えられるか（哲学者との協働）
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エキスパート・ジャッジメントの涵養

https://www.nier.go.jp/tuning/centre/kikai-public.html

「テスト問題作成の手引き（概要版）」近日公開予定

大学を越えて専門家が集い、学修目標の達成度を測定するテスト問題を共同開発する。
テスト問題は各大学で実施し、ベンチマーク情報を含むフィードバックを得ることで、教育
改善に活かすことができる。
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 図2は，風車の回転軸が風向と平行な水平軸型風車の代表例であり，(a)
は風力発電に多く用いられているプロペラ型，(b)は伝統的なオランダ
型である。

 両者のブレード（羽根）には，それらの動作原理と関係した違いがある。
風が作用したブレードには揚力と抗力が発生するが，風力発電用風車は
揚力を利用して回転トルクを発生させる揚力型であるのに対し，伝統的
風車は抗力を利用して回転トルクを発生させる抗力型である。このこと
を踏まえて，風力発電用風車の「ブレード」に関する次の問題に答えよ。

 (1)風力発電用風車のブレードはガラス繊維強化プラスチック製の中空

構造（内部補強リブ付き）であるのに対し，伝統的風車のブレードは木
製の骨組みに布を張った構造である。また，風力発電用風車は，伝統的
風車に比べてブレードが細長く，先細である。風力発電用風車について
伝統的風車と対比して推察し，回転軸まわりの慣性モーメントの違い及
びそれに伴う回転性能の特徴と利点を100～200字で説明せよ。

 (2)風力発電用風車のブレードは，図3に示すように飛行機の翼と同様の
断面形状（翼型）を有している。解答欄に図3のような一般的な二次元

翼型を描いた上で，その周囲の空気の流線及び発生する揚力と抗力を矢
印を用いて簡単に図示せよ。

図１. 集合型風力発電所の例
提供：幌延町（オトンルイ風力発電所）

出所：左 Martijn Roos. www.mroosfotografie.nl 
(http://free-photos.gatag.net/2014/11/07/040000.html)
右『2000ピクセル以上のフリー写真素材集』
(http://sozai-free.com/sozai/01541.html)
https://www.nier.go.jp/tuning/centre/pdf/20150418WindPowerGenrationJapanese.pdf

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
よ
う
に
考
え
る
力
」
を
問
う

図3 二次元翼型図2. 水平軸型風車の例
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第3章： 九州大学教育改革推進本部（2018〜）

「どのようにすれば、意味のある取組にすることができるか。
しかも、できる限り教育現場の負担を少なく、効果的・効率的に。」

• 全学の教育イノベーションの企画・評価

• 工学部は、常に、フロントランナーとして全学の教育イノベー
ションを牽引
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九州大学教学マネジメント枠組み
“From my course, to our program”

学位プログラム
の改善

授業科目
の改善

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
計
・
評
価
・
改
善

授
業
科
目
の

設
計
・
実
践
・
評
価
・
改
善

シラバス
ルーブリック

ディプロマ・ポリシ-
カリキュラム・ポリシー

成績評価の分布
大学教員による自己評価
学生による授業評価

同僚評価

学位プログラムの学修目標と
授業科目の到達目票の紐付け

学修成果の達成度（学修成果）・
到達目標の達成度（学習成果）を
適切に評価する

エキスパート・
ジャッジメント

アセスメント・プラン
学修目標達成度調査
ステークホルダー調査
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学修目標 1年生 2年生 3年生 4年生 修士 博士

D. 知識・理解の実践的
場面での活用
《エンジニアリング実践》

C-2. 新しい知見の創出
《エンジニアリング・デザイン》

C-1. 知識・理解の応用
《エンジニアリング分析・解析》

B. 知識・理解の習得
《工学基礎・工学専門》

A. 主体的な学び・協働
《エンジニアリング汎用的能力》
コミュニケーション・チームワーク

専門科目

機関別内部質保証組織

工学部機械航空工学科機械工学コース・工学府機械工学専攻の
カリキュラム・マップ

出典 Anderson, L.W. & Krathwohl, D.R. 
eds. 2001

導入・基礎 発展 統合

カリキュラム検討委員会

基幹教育科目

展開

専門基礎
科目

専門科目

学
修
目
標
達
成
度
調
査
④

学
修
目
標
達
成
度
調
査
⑤

熱力学

学
修
目
標
達
成
度
調
査
①

伝熱学 内燃機関 熱エネルギー変換

学
修
目
標
達
成
度
調
査
③

学
修
目
標
達
成
度
調
査
②

Tuning AHELO参照基準に基づいて学修目標の妥当性を説明。

カリキュラム・マップとシラバスと学務情報連結システム（2020年度試行）

学修目標と
到達目標を
紐付ける

ねらい
学生と教員が

日々の教育活動の中で

繰り返し確認できるよう
にすることで、共通理解

を醸成する。
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汎用的能力 学修目標 到達目標

コミュニケーシ
ョン能力
チームワーク
リーダーシップ

①エンジニアリングの社会および一般
社会と効果的にコミュニケーションを
図るために、種々の方法を活用する能
力。

風車の完成後に不備が発覚した時、技
術担当者としてとるべき行動を挙げ、
その理由を説明することができる。

知識・理解 ②専門とするエンジニアリング分野の
重要事項や概念に関する系統的な理解
を示すことができる能力。

ブレードの周囲の空気の流線、及び発
生する揚力と抗力について、図を描い
て説明することができる。

論理的思考力
批判的思考力
問題解決能力

④エンジニアリングの生産物、プロセ
ス，手法について分析するために知識
と理解を応用する能力。

風力発電用風車のブレードについて、
伝統的風車と対比して、回転性能の観
点からその特徴について説明すること
ができる。

⑤特定の規定された要求を満足するデ
ザインを開発するために知識と理解を
応用する能力。

風速、ブレードの寸法、回転数などの
制約条件が与えられた時に、ブレード
の枚数を2枚または3枚のいずれかに決
定するために検討すべき観点について
説明すことができる。

⑥エンジニアリングの課題を解決する
ために、適用可能な理論と手法ならび
にそれらの制約を理解した上で、選
択・統合・活用する能力。

風力発電所の設置条件について、条件
を満たすことによって実現されるメリ
ット、及びその理由を説明することが
できる。

抽象的な学修目標を具体的な到達目標に紐付ける：風車問題（流体力学）の例
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